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本論文は、幕末、明治、大正、昭和という近代国家を迎えた時期に、その生涯を送った
盛岡南部藩の武士の子として生まれた新渡戸稲造(一八六二～一九三三年)の思想と行動を
明らかにすることを目的としている。なぜ新渡戸稲造なのか。近代日本において、日本人
キリスト教者でありながら、国際舞台に立ち、西洋諸国の列強の前に立ちはだかり「日本」
という民族の在り方、すなわちその国民の伝統文化及び思想を主張しながら、国内の教育
という現場で国民品性の更なる向上をめざし、生涯を送った人物である。また、教育を通
じ、国家中心的な教育方針を非難し続け、「人格形成」という人間中心的な教育方針に転換
させようとしているその賢明な姿からである。 
 新渡戸の著書の中で、現在においても注目を浴びているのは、英文 Bushido: The Soul of 
Japan (武士道―日本の魂、一九〇〇年)である。本書の一般の理解においては、日本文化を
外国人に紹介することであり、いわば外国における日本の主張である。しかし実際にはそ
れだけではない。『武士道』を通して、近代国家に向かう国民へその新たな「日本人像」を
訴える目的も含まれていると筆者は考える。 
 国内での新渡戸の活躍の中心は、教育という場である。札幌農学校をはじめ、東京第一
高等学校、東京帝国大学、京都帝国大学等で教壇に立つ傍ら、女子や貧しい子供たちの教
育にも力を注いだことは、彼の生涯において意義ある役割となった。当時、近代的な国家
を迎えた日本の急務は産業化とインフラ整備で、当然のようにその教育の方針は専門的知
識を兼ね備えた人材育成にあったため、人は単なる「機械」のような存在になってしまっ
た。このような傾向に新渡戸は、人間としての「品性」の欠如を感じ、教育の目的は品性
のある「人間形成」にすべきだと訴え続けた。彼にとって「人格形成」に欠かせないもの
とは「道徳」及び「宗教」である。 
 道徳に関しては、一民族の伝統から学ぶことが出来るとし、伝統文化としてそれらを守
らなければならないと彼は主張している。宗教的な価値観に関しては、特別な考え方を持
っている。福音主義を中心にして信仰生活を実践してきた親友内村鑑三と比べたら、新渡
戸の信仰生活はやや混合主義とみられている。その大きな要因としては、彼が抱いた「神
秘的」傾向があるからと考えられる。そしてその神秘主義の要因としては二つ可能性があ
り、それは、まず、天然の性質、そしてカーライル『衣服哲学』とエマソン『大霊』の影
響と考えられる。更に、もう一つの要因として、彼は米国留学する際、キリスト教クエー
カー派の「内なる光」という人間の心の中に神の光が宿っているという教義である。この
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ような教義は、世界のどのような信仰および宗教にも存在すると主張しながら、特に東洋
思想には最も近いと指摘する。彼は、キリスト教者でありながらその神秘的な信念を教育
と国際舞台において実によく適合している。教育の面では、特に生徒たちの教育精神およ
び修養的なところに適合している。国際舞台の面においては、調和的、寛容的な性質によ
って彼は様々な国際問題を乗り越えることができている。 
 晩年における新渡戸の活躍の多くは、日本と外国の関係が主なテーマになった。日本の
代表として国際連盟事務次長での活躍ぶりが新渡戸研究上において高い評価を受けたこと
が確かである。しかし、本論文において筆者の関心は、新渡戸の植民政策論及び南洋観に
留まっている。新渡戸稲造の植民思想は、通常の学理に基づくものだけではなく、人道的
な色合いを強く持っていた。彼による植民政策の原理というものは「文明の伝播」を主張
しながら「原住民の利益」を第一に考えることである。南洋へ視察をしたときに、蘭領東
印度の住民の暮らしとオランダ政府の政策を目撃した時に、それを「半奴隷」と非難して、
台湾における日本政府の政策の方がよかったと述べていた。この点において彼は住民の教
育が大事だと再び「教育」及び「人格形成」の重要性と国家の発展の関連について注意を
払った。もちろん日本政府における朝鮮と中国への対策に関して、彼は政府の立場に立っ
たことが多かったが、一員の国民の立場としては「外国の土地を侵略しようなどといふ考
えはないであろう」と述べ、外国への侵略という気持ちを抱かない。その証拠としては、
上述したように松山へ行ったときに、「満州事変」に大きく関わった日本軍を非難したこと
である。この「松山事件」は彼の晩年において非常に悲しい結末である。しかし、この出
来事があったからこそ新渡戸の本当の姿が見えてきたと考えられる。それは、一人の人間
として「暴力」、「不正」、「不公平」などに賛同できないことである。しかしその一方、一
員の国民として彼は国家への「忠節」(服従)を最後まで果たしたことに対して評価すべき点
だと考える。 
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論  文  名  新渡戸稲造の思想―「人格形成」の探求― 
 本論文は、新渡戸稲造の思想を、「人格形成」論を縦糸としつつ、対西洋認識・植民論・宗教
観・教育論など多角的な視点から考察したものである。 
 序章では、新渡戸稲造の多方面にわたる思想的活動を概観しながら、その機軸である「人格形
成」という理想に焦点を合わせて、その思想的特質を明らかにするという目的と、それにもとづ
く本論文の構成が示される。 
 本論は、対西洋認識・宗教観・教育論・植民論の四部（各２章）によって構成されている。 
 第一部は、欧米留学時の姿勢において対照的な様相を見せる夏目漱石と比較しながら、両者の
対西洋認識における共通点を論じた第一章、新渡戸の『BUSHIDO：The Soul of Japan』が西洋
の読者に対して日本の「伝統」思想の存在を説く側面だけでなく、近代日本人の「人格形成」を
目的とするものでもあったことを論じた第二章から成っている。 
 第二部は、新渡戸の信仰および宗教観における「神秘主義」的傾向を資料に即して確認し、カ
ーライル・エマソン・クエーカーなどの影響を視野に入れ、近代日本の精神史上に位置づけた第
一章、新渡戸の信仰および宗教観の背景に、幼年時代の「神道」体験があり、それが晩年に「神
道」の再発見として自覚されるまでの過程をたどった第二章から成っている。 
 第三部は、本論文の中心概念である「人格形成」について、新渡戸が東西の比較を意識しなが
ら、「人格形成」における「道徳」と「宗教」の役割を重視していたことを論じた第一章、新渡
戸の「人格形成」論の特色と現代的意義がもっともよく表れている女子教育観を網羅的に論じた
第二章から成っている。 
 第四部は、新渡戸の植民論に対する批判的見解をふまえつつ、新渡戸の植民論に貫いている「人
格形成」論的側面を考察した第一章、新渡戸の蘭領東印度（インドネシア）観を、彼の台湾植民
観との関連もふくめて論じた第二章から成っている。 
 本論文は、新渡戸の多方面にわたる思想的活動を多角的に考察し、それを「人格形成」論とい
う観点から綜合的に再構成しようと試みることによって、従来看過されがちであった新渡戸の思
想のいくつかの側面を明らかにすることに成功している。 
農政論（「地方学」）に対する検討の欠如、「人格形成」論自体のヨリ踏み込んだ考察の不足、
また先行研究にたいする本論の位置づけ方における姿勢、考察内容を適確に伝える叙述技術な
ど、今後の研鑽の余地を残すところもあるが、新渡戸稲造の思想の全体像に対する理解を深め、
特に海外からの新渡戸理解を格段に発展させるものとして、本論文の成果が斯学の発展に寄与す
るところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文学）
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
